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Ⅰ スマートフォン導入前後からの料金プランの変遷 

2005 2007 2009 2011 2013 2015 

▼2007.1 

▼2014.7 
「スマ放題」 
 (月額2,700円) 音

声 

デ
ー
タ
通
信 

▼2014.8 
 「スマホプラン」 

（金額は税抜） 

▼2010.12 
 「だれとでも定額」 
 (月額934円) 

▼2008.7 
 iPhone3G発売 

▼2009.2 
 iPhone for everybody  
 キャンペーン 

第3世代 

▼2006.10 
「デュアルパケット定額」 
 スマートフォン向け料金設定 
 (上限9,334円) 

第3.5世代 第3.9世代 

利用者ニーズに沿ったプラン・割引を提供 

▼2015.9 
「スマ放題ライト」 
 (月額1,700円) 934円で自網内 

通話定額提供 

スマートフォン向けに 
パケット定額フル 
（5,700円）を提供 

①端末価格を実質0円に ※iPhone3G 8GB 
②パケット定額（3G）を値下げ（4,200円） 

ライトユーザ向けプラン 
（1GB：2,980円～） 



9,700円 8,000円 

8,700円 

2 

934
円 

7,000円 

従量 
（ホワイトプラン） 

準定額※1 
（スマ放題ライト ） 

定額 
（スマ放題） 

※1：5分以内の通話無料 

1,700円 

2,700円 

6,934円 

6,500円 

2,980円 

3,980円 

5,980円 
※2：月300回まで、10分以内の通話無料 

3GB 

7GB 

準定額※2 
(スマホプランS) 1GB 

準定額※2 
(スマホプランM) 

準定額※2 
(スマホプランL) 

Ⅱ-1 当社のスマートフォン向けの主要料金プラン① 

300 
円 

300 
円 

300 
円 

※端末料金や月月割は含まない 音声 データ ﾒｰﾙ/Web利用 

音声＋データ 

音声は従量・準定額・定額プラン、データは1GBプランから 
多様なラインナップを提供 

・・・ 

・・・ 

8GB 

8GB 5GB 

7GB（5,700円） 

5GB（5,000円） 
 

2GB（3,500円） 

（金額は税抜） 
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Ⅱ-1 当社のスマートフォン向けの主要料金プラン② 

大手3ブランド同様のサポート体制 

ライトユーザを中心に、ワイモバイルブランド人気も高まっている 

グローバルブランドや国産端末など 
ラインナップも充実化 

スマートフォン 
計8機種 

【ユーザサポート】 

【端末】 【当社Android新規契約数】 

全国で 
約1,000店舗 2013年 

4月～9月 
2015年 
4月～9月 

 
 

 
 

約2倍 

 
 

約6割 
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Ⅱ-2 ユーザの利用形態（トラヒック傾向等）と料金プラン 

音声・ﾒｰﾙ 

ユーザの利用形態の変化に伴い、トラヒック傾向も変化 
ニーズの変化にあった料金プランが必要 

ウェブ・アプリ 動画コンテンツ 

【トラヒックの変化（イメージ）】 

データ量 

ユーザ数 

ライト 
ユーザ 

ミドル 
ユーザ 

ヘビー 
ユーザ 

※月間平均トラヒック(スマートフォン） 
   約1.5倍/年で増加 

平均 
約4GB/月 
（現在） 

平均 
約2GB/月
（2年前） 

単価 

2011年 2015年 

【1GBあたり単価の変化（イメージ）】 
※当社スマートフォンにおける 
  データARPU/平均データトラヒックで算出 

4年で約1/5 
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0

5,000

9.3 10.3 11.3 12.3 13.3 14.3 15.42008年度 2014年度 

【スマートフォン契約数】 

普及期 

①端末実質0円 
②パケット定額値下げ 

【iPhone for everybody キャンペーン】 
 

導入期 

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 

※MM総研報道発表より当社作成 

5,000万 

  

Ⅱ-3 スマートフォン普及のための料金等の取り組み① 

スマートフォン普及のための各種キャンペーンを実施 

旧機種の 
残債を割引 
【実質無償機種 
変更キャンペーン】 

▼ 

旧機種を 
下取り割引 
【スマホ下取り割】 

▼ 

旧機種の 
残債を割引 
【機種変更先取り 
プログラム】 
▼ 

▼ 
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Ⅱ-3 スマートフォン普及のための料金等の取り組み② 

端末代金 
通信料金 

端末コストが低く、 
初期費用負担が軽い 

通信料金 

端末代金 

端末コストが高く、 
初期費用負担が重い 

割賦支払 

<フィーチャーフォン> 

フィーチャーフォンと比べ、端末代金が上昇するため 
お客さまの負担を軽減する仕組みを拡大 

<スマートフォン> 

月月割 

月月割で負担減 

割賦で平準化 

総支払額 
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2008年 2010年 2012年 2014年 

iPhone 3G iPhone 4 iPhone 5 iPhone 6/6s 

LTE 3G 

下り最大 3.6Mbps 7.2Mbps 75Mbps 112.5Mbps～ 

日本初 
iPhone発売 

Retina 
ディスプレイ搭載 

Siri搭載(4s) 

LTE対応 
テザリング 

TD-LTE/CA対応 
VoLTE対応 

Ⅱ-3 スマートフォン普及のための料金等の取り組み③ 
主力のスマートフォンが２年ごとにバージョンアップ 

端末機種変更により、最新のネットワーク機能が利用可能に 



8 
【iPhone6s 16G、音声定額+データ定額（5GB）／機種変更（MNP・新規ではない場合）の場合】 
※2015年10月15日現在 

7,135円 
 

(スマート値引き
なしの場合は
8,986円) 

3,611円 

8,000円 
 

音声定額 
＋ 
データ 
定額 

（5GB） 
 

3,524円 

月月割 
2,625円 

通信料 端末代金 総支払額 

割
引 スマート値引き 

1,851円 

通信料金部分 

端末代金から月月割を差し引き、 
端末代金を「実質xxx円」と訴求 

スマートフォン普及のため、実質的な端末代金負担を軽減 
他方、通信料金が「わかりにくい」「高い」との指摘も・・・ 

Ⅲ-1 スマートフォン料金の現状と課題① 

（金額は税抜） 

割高でない水準感 

端末代金＝低価格 
という認識が一般化 

※iPhoneの下取りがある場合はさらに割引 
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ローエンド/ハイエンドの端末支払額に 
差が少なく、ハイエンド端末が人気に 

Ⅲ-2 スマートフォン料金の現状と課題② 

MNP優遇・キャッシュバック 
により利用者間で不公平感 

スマートフォン普及のための料金・CPが 
ハイエンド端末優遇や不公平感につながっているとの指摘も・・・ 

ローエンド端末 ハイエンド端末 

通信料金 
（月月割考慮後） 

端末代金 

通信料金 
（月月割考慮後） 

端末代金 
支払額に 
大差なし 

①端末価格の課題 ②MNP優遇の課題 
機種変更 MNP 

通信料金 
（月月割考慮後） 

端末代金 
MNPが 
お得 

のりかえ割 

通信料金 
（月月割考慮後） 

端末代金 

一方で販売モデルの変更は副作用も 



Ⅳ-1 当社のMVNOへの取組み 

卸型／接続型メニューを用意し、MVNOの多様なニーズに対応 

卸型メニュー 
（M2M、再販） 

低速・小容量通信 高速・大容量通信 

コンシューマ向け 
（BtoBtoC） 

ビジネス向け 
（BtoBtoB） 

接続型メニュー 
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テレマティクスサービス みまもり/セキュリティ 

医療/ヘルスケア デジタルサイネージ 



Ⅳ-2 接続型MVNOの取組み 
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接続型MVNOは設備投資、技術者等のMVNO負担が重いため 
SBパートナーズを設立し、多様なMVNOのニーズに対応 

MVNO負担大 MVNO負担小 

NW 
（無線・コア） 

MVNO 
サポート 

サービス管理 

ユーザ課金 

料金請求 

ユーザ対応 

（本年7月事業開始） 

【接続型】 【SBパートナーズ】 

MVNO 


